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もうすぐ梅雨の時期がやってきますが、畑の梅雨対策はお済

みでしょうか？昨年は観測史上最速の梅雨明けだったため、梅

雨が原因となる病害虫の発生は比較的少なかったものの、今年

も同じとは限りませんので、本格的な梅雨入り前にしっかり対

策しましょう。 

 

①水はけをよくする 

梅雨時期によくある失敗は、長期間の降雨により畑に水が溜まり、根腐れが起こってし

まうことです。その他にも、葉や茎が水に浸かることで病気に感染するリスクが高くなり

ます。主な対策としては、定植時に高うねにして根が酸欠状態にならないようにする、牛

ふんやもみがら等の堆肥を作付する毎に継続して入れることで排水性を上げる、排水口の

手入れをしてスムーズに水が抜けるようにする等が挙げられます。 

 

②病気対策 

梅雨の時期は降雨によって泥が跳ねて葉や茎に付着し、土壌中の病原菌が感染して病気

を発症する恐れがあります。また、湿度が高くなるため葉が茂り過ぎていたり株間が狭か

ったりして通気性が悪いとカビや病気が発生しやすくなります。 

そのため、トマトやキュウリなどの不要な葉やわき目は摘出して少しでも乾きやすい環

境を作ることが大切です。ただし、摘出後の傷口から菌が感染する可能性があるため、適

葉や摘心は必ず晴れた日の午前中に行うようにしてください。 

 

※農薬散布時の注意点 

この時期は、病害虫防除のために農薬を散布する機会が増えますが、散布直後に雨が降

ってしまうと、農薬が洗い流されてしまい十分な効果が得られなくなります。このような

場合でも、使用回数は１回としてカウントしなければならないため、注意が必要です。急

な気候変動などがあるため見極めが難しいですが、天気予報をこまめに確認してから散布

するようにしてください。  
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平坦部ではこれから代かきや田植えなどの機械作業が続きます。予

定日に滞りなく作業を進められるように、事前に機械が正常に動くか

どうか点検しておきましょう。 

 

また、作業を終えた後のトラクターや田植機などは、使用後のままの状態で収納せずに

泥や汚れはしっかり洗い流しましょう。特に、施肥機や散布機に残った肥料・農薬は放置

すると湿気で固まって詰まりや故障の原因となるため、全て取り出して保管してください。 

 

農作業事故に注意！ 

毎年、全国各地で農作業中の事故が発生しております。この時期は天

候が不安定なこともあり、作業の中断や延期を嫌って無理に作業を終

わらせようという焦りが生じるかもしれませんが、事故を未然に防ぐ

ためにもしっかりと事前に準備をし、時間に余裕をもって作業するよ

う心掛けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪各種相談日のお知らせ≫ 

 
法 律 相 談 

隔月第２木曜日 

税 務 相 談 

隔月第４金曜日 
ローン・資産・介護相談 

６月 ――― ２６日 
下記店舗にて随時受付しておりますので、

お気軽にお問い合わせください。 

 

●ローン・資産相談 

 ＪＡ茨木市 各支店 

 

●介護相談 

 介護支援センター（℡：627-7767） 

７月 ９日 ――― 

８月 ――― ２８日 

【実施場所】ＪＡ茨木市 本店３階 小会議室 

【受付時間】午後１時～午後４時 

※定員は３名ですので、事前にご連絡ください。 

総務課 広報ふれあい係 TEL：627-7768 

 

 

 

 
農機具の清掃・点検 

ご 利 用 く だ さ い 

【テレフォンサービス】青果物の市況をお知らせします。 ℡:６４１－９１５０ 

【営農１１０番】栽培方法等ご相談ください。      ℡:６４１－９０５０ 

 

☆みしま館 出荷会員募集のご案内☆ 

当ＪＡが運営する農産物直売所『みしま館』の出荷会員を募集しています。 

直売所への持込が困難な方については、営農経済センターへ持込いただくか 

ご自宅へ集荷にお伺いすることも可能です。 

少量でも構いませんので自分で育てた農産物を出荷してみませんか？ 

詳細についてはみしま館までお問い合わせください。  ＊℡：645-7100 
 


